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津
波
警
告
公
表
先
送
り

元
規
制
委
員
島
崎
氏
「
命
救
え
た
」

国
の
地
震
調
査
研
究
整
芸
都
南
震
本
部
）
が
、
太
平
洋
崖
に
襲
来
す
る
危
蔭
の

あ
る
大
津
波
が
京
北
地
方
の
内
陸
ま
で
到
達
す
る
と
の
長
期
評
価
を
某
日
杢
人
震
災
発

生
の
2
日
前
に
公
表
す
る
予
定
だ
っ
た
の
に
、
先
送
り
し
て
い
た
こ
と
が
9
日
、
分
か

っ
た
℃
東
京
電
力
福
島
第
⊥
原
発
事
故
を
巡
り
、
瀧
霧
上
過
失
致
死
傷
罪
で
強
制
起
訴

さ
れ
た
旧
経
営
陣
3
人
の
第
日
回
公
判
が
塵
界
地
裁
で
あ
り
、
長
期
評
価
を
取
り
ま
と

め
た
元
原
子
力
規
制
委
員
の
島
崎
邦
彦
東
大
名
誉
教
授
（
地
震
等
が
証
言
し
た
。

畠
騎
氏
は
「
本
来
な
ら
2
0

ュ
工
年
3
月
9
日
夜
の
テ
レ
ビ

と
鳩
目
の
新
聞
で
『
東
北
鞄
方

内
陸
3
～
4
㌔
に
輩
渡
』
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
日
日

の
軽
震
で
何
人
か
は
逃
ば
て
助

か
っ
た
と
思
う
」
と
声
を
詰
ま

ら
せ
た
。
地
震
本
務
は
0
2
年
、
福
毘
県

を
含
む
太
平
洋
岸
に
大
津
波
の

危
険
が
あ
る
と
の
長
期
評
稲
を

公
表
。
そ
の
後
の
研
究
成
果
を

盛
り
込
ん
だ
改
定
作
業
を
進
め

て
い
た
。
島
崎
氏
は
⊥
9
9
6

～
2
0
ュ
2
年
、
地
震
本
部
の

地
震
調
査
委
員
会
の
長
期
評
価

部
会
で
蔀
会
長
を
務
め
た
。

重
責
に
よ
る
と
、
改
定
版
の

公
表
は
n
年
3
月
と
決
ま
っ
て

い
た
が
、
地
震
本
部
の
事
務
局

か
ら
同
年
2
月
に
「
自
治
体
と

電
力
会
社
に
貴
酬
説
明
し
た
い

の
で
4
月
に
延
期
し
た
い
」
と

連
絡
が
通
っ
た
。
島
崎
氏
喧
鉄

道
会
社
な
ど
も
あ
る
の
遁
な
ぜ

電
力
会
社
だ
け
な
の
か
と
思
っ

た
が
、
結
果
的
に
了
承
し
た
。

震
災
が
起
こ
り
）
自
分
室
員

め
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

東
電
は
0
8
年
、
舵
年
の
長
期

評
価
を
基
に
最
大
鳩
・
7
㍍
の

津
波
が
第
ュ
原
発
を
撃
っ
と
譲

等
公
判
で
は
、
東
電
の
旧
経

営
陣
3
人
が
こ
の
試
算
を
認
識

し
一
天
津
波
の
危
険
怪
を
予
測

し
て
い
た
か
ど
う
か
が
主
な
争

点
に
な
っ
て
い
る
。

島
崎
氏
は
こ
の
日
、
地
震
調

査
委
貴
会
は
津
波
や
断
層
の
専

門
家
が
議
論
し
て
見
解
を
ま
と

め
る
唯
一
の
場
だ
っ
た
と
説

明
。
「
長
期
評
価
は
当
然
（
津

波
に
）
備
え
る
必
要
が
あ
る
と

示
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
東

電
が
対
策
を
取
ら
な
か
っ
た
の

は
「
不
適
切
だ
」
と
述
べ
た
。

靖
鐸
「
政
治
的
判
断
と
思
う
」

国
の
地
震
謡
査
研
究
推
進
本

部
（
地
震
本
部
）
が
東
北
太
平

詳
岸
で
大
津
波
が
起
き
る
危
険

性
が
あ
る
と
し
た
2
0
0
2
年

の
長
期
評
価
を
、
防
災
を
坦
つ

国
の
中
央
防
災
会
議
が
想
定
に

取
り
入
れ
な
か
っ
た
。
9
日
の

福
島
第
工
原
発
事
故
公
判
で
証

言
し
た
島
崎
邦
彦
東
大
名
誉
教

接
は
「
政
治
的
判
断
諾
っ
た
と

し
か
思
え
な
い
」
と
述
べ
、
原

発
の
津
波
対
策
を
強
い
ら
れ
る

重
患
電
力
な
ど
が
陽
炎
会
議
に

働
き
掛
け
た
鰭
栗
で
は
な
い
か

と
の
見
方
を
示
し
た
。

舵
年
の
長
期
評
価
は
地
震
学

者
の
島
崎
氏
を
中
心
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
。
島
崎
氏
は
そ
の

後
、
防
災
会
議
の
審
議
に
加
わ

っ
た
が
賛
成
意
見
は
少
な
く
、

福
島
沿
岸
で
大
津
波
を
想
定
し

な
い
と
の
結
論
が
ま
と
め
ら
れ

た。
島
崎
氏
は
、
長
期
評
価
が
採

用
さ
れ
れ
ば
簡
易
的
な
予
測
で

も
第
⊥
原
発
に
高
さ
1
0
㍍
以
上

の
津
波
が
来
る
と
分
か
る
と
指

摘
。
「
厳
し
い
対
策
を
求
め
ら

れ
る
た
め
（
電
力
会
社
な
ど
）

原
子
力
施
設
を
持
っ
て
い
る
人

は
困
っ
た
は
ず
だ
」
と
当
時
を

振
り
返
っ
た
。

島
崎
氏
に
よ
る
と
、
防
災
会

議
の
審
議
に
は
、
当
時
の
原
子

力
安
全
・
保
安
院
や
操
子
力
安

全
委
員
会
の
外
部
委
員
を
務
め

る
学
者
な
ど
が
参
加
し
て
い

た
。
島
崎
氏
は
、
そ
の
学
者
ら

が
原
発
へ
の
影
響
を
怒
念
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
「
科

学
的
根
拠
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ

が
、
長
期
評
価
通
り
に
決
ま
っ

た
ら
大
変
だ
と
、
強
引
な
理
屈

づ
げ
で
（
長
期
評
価
を
採
用
し

な
い
こ
と
を
）
決
め
た
」
と
批

判
し
た
。
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